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鉄鋼やチタン表面への耐摩耗性，耐疲労性の向上を目的とした表面熱処理法の一つとして「窒

化処理法」がある．その応用分野は，工業部品や医療材料などと広く，更なるニーズが見込める．

1) 我々はこれまでヘリウムをベースとした大気圧プラズマでの滅菌研究を行ってきた．2)  そのプ

ラズマは，図 1のように誘電体間で均一に広がる． 

本研究では，高周波を電極に印加する誘電体バリア

放電で生成した大気圧プラズマ中にて，SUS430 の窒

化処理を行った． 

【実験方法】 

窒化処理に用いた装置の外観図を図 2に示す．窒化処

理を行うプラズマのスペースのサイズは，縦 150mm

×横 50mm×厚さ 6mmである．ベースとなるガスはヘ

リウムであり流量は 100mL/min，それに微量の窒素ガ

ス 1mL/minをマスフローコントローラにより混合した．

電源には高周波 13.56MHz を用い，出力は 450W とし

た．電極の発熱による誘電体の保護のため電極は 20℃

程度に水冷した．処理サンプルには SUS430を用いた．

プラズマ中に設置するサンプルの下にはセラミックヒ

ーターを挿入してあり，サンプルがおよそ 700℃となる

ように加熱している． 

【実験結果】 

プラズマ中にサンプルを挿入して 2時間処理した結果，

この処理の結果，サンプルの表面硬度は処理前の

HV160から，部分的ではあるが最大 HV860まで上げる

ことができた．処理後のサンプル写真を図 3 に示す．

処理面は窒化処理されているが不均一である． 
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図 1.誘電体間に広がる大気圧プラズマ 

図 3.処理直後のサンプル 

（左）処理面，（右）裏面 

図 2.窒化用実験装置概略図 
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